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泌尿 器科 領域 に おけ るCS-1170の 使 用経験

三好個行 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

は じ め に

近 年 数 々 の抗 生 剤 が 開 発 され 治療 面 で 多 くの 貢 献 を な

して きた が,こ こ数 年 来,化 学 療法 剤,と くに新 抗 生 剤 の

賑 発は め ざま しい もの が あ る 。1960年 中 頃 以降,広 域 スベ

ク トルの合 成 ベ ニ シ リン剤,セ フ ァ ロ ス ポ リ ン剤 の 使 用

量 が増 加 す る と と もに,こ れ ちの薬 剤 に 対 して 自然 耐性

であ るか,も し くは 耐 性 を獲得 しや す い性 質 を もっ た 菌

が生 き残 っ た結 果 と して,グ ラ ム陰 性 桿 菌 感 染症 が増 加

し,ひ ろ く注 目 され る よ うに なっ た。最 近 の 当科 入 院 患 者

の尿 路 感 染分 離 菌 に て も,グ ラ ム陰 性 桿 菌 群 は82。1%を

占め てい る。近 年R因 子 の感 染 に よる セ フ ァ ロ スポ リン

耐性 菌 が増 加 し てお り,し たが っ て現 在 有効 性 を保 っ て

猶 るセ フ ァ ロ ス ポ リ ン系 薬 剤 に対 して も β-lactamase産

生董 が 増 加 し てお り,β-lactamase抵 抗 性 を示 す 薬 剤 の

開発 が望 まれ るの で あ る。

今 回,薪 し く開 発 さ れ たcephamycin系 物 質 を化 学 的

に修 飾 して 得 られ た抗 生 物 質 で,β-lactamaseに 対 す る

抵抗性 が強 く,耐 性 大腸 菌 を含 む β-lactamase産 生菌 に

対 して強 い抗 菌 力 を もち,グ ラム 陽性 菌 お よ び グ ラ ム陰

性桿菌 に対 して優 れ た抗 菌 力 を有 す る。 さ ちに 従 来 の セ

ワァロ ス ポ リ ン系 お よ びベ ニ シ リン系 抗 生 物 質 が 無 効 な

indole(+)Proteus,Serratiaな ど にも強 い抗 菌 力 を有 し,一

般毒性 もきわ め て弱 く,さ ら に筋 注,静 注 に よ り高 い血 中

濃度が 得 られ,代 謝 され ず に 活性 型 の ま ま尿 中 に す み や

かに排 泄 され る こ とが 報 告 され て い る。

こ のた び,私 ど もは,CS-1170の 提 供 を うけ,複 雑 性 尿

路 感染 症 に使 用 す る機 会 を得 た の で,そ の 臨 床 成 績 を報

告 す る.

I.臨 床 実 験 成 観

1.投 与 対 象

当科 入院 患 者 を対 象 とし,23歳 か ら77歳 までの なん ち

か の基礎 疾 患 を有 す る尿 路 感 染症 患者20名(男 子8名,

女子12名)にCS-1170の 投 与 を行 っ た。疾 患 の 内訳 は,

Table1に 示す よ うに,慢 性膀胱炎15例,慢 性腎孟 腎炎5

例 であ り,さ ちに基 礎疾 患の内訳は,膀 胱腫瘍9例,尿路

結石3例,前 立腺 肥大症2例,尿 管結石術後1例,尿

管狭窄1例,神 経 因性膀 胱1例,膀 胱結石1例,膀 胱結

石兼膀胱腱瘻1例,尿 道狭窄1例 である。 またカテー テ

ル留置症例は8例 である。

2.効 果判定基準(UTI研 究会判定基準)

1)自 覚症状

(1)頻 尿

廾:昼 夜間 ともきわめ て頻回に排尿せ ざるを得 ない

もの

+:正 常 よりも排尿 回数 を覚 えるが(廾)ほどではない

もの

-:特 に排 尿回数 を自覚 しないもの

(2)排 尿痛

粁:排 尿時に耐 えがた き痛み を訴える もの

+:排 尿時に耐えがた き痛み を覚 えるが(廾)ほどでは

ないもの

-:排 尿時になんちの痛みを自覚 しないもの

(3)発 熱

当 日の最高体 温を測定 した。

2)尿 中 白血球数

遠沈 を行 いその髄 を400倍 で検鏡 し,5視 野 を平均

し1視 野について実数 を測定 した。

卅:白 血球数が視野の1/2以 上を占め るもの

廾:30個 以上で視野 の1/2未 満

+:29～10個

±:9～5個

-:4個 以下

3)尿 中細菌数

沈査塗抹の上,固 定染色 し油浸1000倍 で検鏡 し5視

野 を平均 し,1視 野につ き実数 を測定 した。

細菌数

陰性化:判 定時 尿培養 で原因菌陰性 また は交代菌

104未満

減 少:原 因菌が判定時102以下,交 代菌があって も

104未満

菌交代:原 因菌 が陰性 あるいは10似 下でかつ交代

菌104以上

不 変:原 因菌が交代 菌の いか んにかか わちず104

以下 にならない場合
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以上の基準で 自覚症状,尿 所見,尿 中細菌数 の全項 目

がすべて正常化 した ものを著効,い ずれか1つ 以上の項

目が改善 あるいは正 常化 した もの を有効,上 記3項 目が

不変あるいは増悪 した もの を無効 と判定 した。

3.授 与方法

1回0.59を 注 射 用 蒸留 水5m1に 溶 解 し1日2回

(朝,夕)one shotに て3～5分 かけ静注 し,5日 間連

続投与,計5g投 与 した。

4.臨 床成績

対象症例は20例 ですべ てなんちかの基礎疾患 をもつ複

雑性尿路感染症で,そ の使用成績はTable1に 示す よう

に,そ の臨床効果は著効7例,有 効5例,無 効8例 であ

り,有効率は60%で あ,った。得 られた尿中分離菌はTable

1の とお りで,グ ラム陰性桿菌単独検出13例(E.coli 5

株,Proteus 2株,Klebsiella 2株,Eruwinia herbicola 2

株,Serratia 2株),グ ラム陽性球菌単独検出3例(Staphy-

lococcus aureus 3株),グ ラム 陰性桿菌 混合感染3例

(Eruwinia herbicola と Pseudomonas aeruginosa 1

例, Serratia marcescens と Pseudomonas aeruginosa 1

例, Enterobacter cloacae と Pseudomonas maltophilia

1例),グ ラム陰性 桿菌 とグラム陽性球 菌の混合感染1例

(Pseudomonas aeruginosaとE.coli)で あ り,20症 例

より24株が同定 され,グ ラム陰性桿菌 株は87.5%を 占め

ている。CS-1170の 菌別有効率 をみ ると,Table2に み ら

れるように,グ ラム陽性球菌に対 しては100%の 有効率 を

示すが,グ ラム陰性菌 に対 しては21株 中16例 に有効で,

有効率 は75.7%で あった。菌株数は少数 であるがSerra-

tia,Klebsiella,Proteusに は著効 を示 したが,Pseudomo-

msに は4株 とも無効 であった。

カテー テル留置症例 は8例 であ るが,有 効3例,無 効

5例 であり,カ テー テル留置症例 の化学療法の困難なこ

Table 2. Therapeutic results with CS-1170 classi-

fied by causative bacteria

とを考えさせ られ る。

CS-1170の 有効率 が60%と やや低 い よ うに思 われ る

が,複 雑性尿路感染症の治療の困難 なことを考 えると,

他の抗生剤 と比較 し,決 して劣る成績 とは思 われ ない。

II. 副 作 用

本剤投与に よる注射痛,ア レルギー反応,胃 腸障害な

どの副作用はほ とんどみ ちれなかったが,症 例2に おい

て,第1日 目に1回 のみ軽度の悪心 を認めた。本剤使用

前後の血液所見(RBC,WBC,Hb),肝 機能(GOT,GPT,

AL-P),腎 機能(BUN,Creatimne,Electrolyte)に つ

いて検索 した成績はTable3に 示す とお りで,全 く使用

前後に異常所見は認めなか った。なお症例6は,本 剤投

与2ヵ 月前に肝炎の治癒 した症例 であるが,CS-1170投

与 でなん ち異常所見は認めていない。

III. 考 按

基礎疾患を有す る慢性複雑性尿路感染症の原因菌 とし

て,グ ラム陰性桿菌(GNR)が 注目されて きた。 なかで

も最近在来の抗生物質 では難治であ るSerratia,indole

(+)Proteusに よ る感染症 は 高い罹 患率 を示 して い る。

aminoglyco6ide系 抗 生 物 質 のGentamicin,Tobra-

mycin,Dibekacinが 登場 してきたが,こ れらの薬剤は,

腎毒性,聴 器毒性等よ りかな りその使用には制限 をよぎ

な くされている。

CS-1170は グラム陰性菌および陽性菌 に対 して優れ た

抗菌力を有 し,さ ちに従来のセファロスポ リン系お よび

ペ ニ シ リン系抗 生 物 質が 無効 なSerratia,indole(+)

proteusな どに も強 い抗菌力 を有 し,動 物実験 において

も一般毒性 が きわめ て弱 く,腎 毒性 もCETな みに弱い

ことが確認 された鋤。また,本剤は臨床的には,第25回 日

本化学療法学会西 日本支部総会(1977)に お いて,新 薬

シンポジウムに とりあげ られ2),慢性複雑性尿路感染症 に

対 し,UTI基 準で148例 中著効21例,有 効69例,無 効58例

で有効率は60.8%で あ り,菌 種別の消失率 では,E.coli

43株 中38株(88。4%),Klebsiella23株 中19株(82.6%),

Serratia47株 中35株(74.5%),Protms 41株 中37株(90.12

%)で あった。

副作用では全科708例 中発現例数13例 で発現率 は1。8%

と低率であ り,重 篤 なアレルギー症状 などの報告 はなか

った。

これ らの成績 は,基 礎 に裏付け された形で臨床的 に反

映 された もの と思われ る。私 たちの成績 では,慢 性複雑

性尿路感染症20例 に対 し,UTI基 準で著効7例,有 効5

例,無 効8例 で有効率 は60%と,有 効率の点で全国集計

とほぼ一致 していた。ま た菌 種か らみ る とSerratia,

proteusの 単独感染4例 に対す る臨床効 果は100%で あ

り,注 目に値す るもの と思 われ た(Table2)。 副作用面
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Table 3, Movements of blood findings, hepatic function, renal function and electrolyte

(Upper tier: Before treatment, Lower tier: After treatment)

では1例 に軽度の悪心 を認めたのみであった。

以上の点 より,グ ラム陰性 桿菌(GNR)に 対す る強力

な抗菌活性,と りわけSerratia,indole(+)Proteusに 対

する作用,安 全性 を考慮す ると,CS-1170の 今後の泌尿器

科領域への応用が期待 される。

w.結 語

1)な んちかの基礎疾患 をもつ複雑性尿路感染症 患者20

例 を対 象 とし,1日1g(朝,夕,お のおの0.5gone

shoti.v.)を5日 間連続投与 し,著 効7例,有 効5例,

無効8例 であ り,有 効率は60%で あった。
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2)分 離菌24株 の うち,E.coli 6株,Serratia 3株,Kle-

bsiella 2株.Proteus 2株,Staphylococcus aureus 3株

には100%の 有 効 率 を 示 す も。Pseudomonas 4株 に は

全 く無効 で あ っ た。

3)副 作 用 と して,1例 に 軽 度 悪 心 を 認め たが,血 液 所

見,肝 機能,腎 機 能 にお いて 全 く異常 を認 め なか っ た 。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CS-1170

IN THE FIELD OF UROLOGY

NOBUYUKI MIYOSHI and KOSAKU ETO

Department of Urology, Faculty of Medicine Kurume University

(Director Prof. KOSAKU ETO)

1. Twenty cases of complicated urinary tract infections with some basic diseases were treated with
CS-1170 at the dose of 1g/day (0.5 g one shot i.v. in morning and evening) for 5 consecutive days.
The result was that excellent response in 7 cases, good response in 5 cases and no response in 8 cases.
The effective rate was 60%.

2. CS-1170 was 100% effective against 20 strains of clinical isolates including 6 strains of E. coli,
3 strains of Serratia, 2 strains of Klebsiella, 2 strains of Proteus and 3 strains of Staphylococcus aureus,
however, the drug was totally ineffctive against 4 strains of clinically isolated Pseudomonas.

3. Other than a minor side effect of slight nausea in one case, no abnormality was observed in
hemogram or in hepatic and renal functions.


